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８   会議の概要  

委員長    ただいまから、議会運営委員会を開会いたし

ます。  

〔傍聴の申込み（１０名）を許可〕  

      〔報道機関のテレビカメラ撮影を許可〕  

委員長    まず、委員会記録の署名委員に押田委員、江

西委員を指名いたします。  

本日の協議事項は、お手元に配付のとおりで

あります。  

初めに、協議事項１番目の本委員会に付託さ

れました請願の審査を行います。  

令和元年分請願第５号  議員の政治倫理に関

する条例制定の請願を議題といたします。  

請願文書表は、お手元に配付のとおりであり

ます。  

まず、事務局に請願文を朗読させます。  

事務局    〔請願文を朗読〕  

委員長    それでは、本請願について御意見等はありま

せんか。  
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柞山委員   動議を提出します。  

      会議規則第８６条第１項には、「委員会は、

審査のため必要があると認めるときは、紹介

議員の説明を求めることができる」とうたっ

ております。  

      そこで今回の請願第５号は、上野  蛍議員と

木下  章広議員が紹介議員になっていますが、

紹介議員である上野議員に説明を求めたいと

思います。  

委員長    ただいま、柞山委員から本請願について、紹

介議員である上野議員に説明を求めたい旨の

動議が提出されました。  

これより、この動議を直ちに議題とし、委員

会条例第５６条第１項により、挙手により採

決いたしたいと思いますがいかがでしょうか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それではお諮りいたします。  

      請願第５号  議員の政治倫理に関する条例制

定の請願について、会議規則第８６条第１項

に基づき、紹介議員である上野議員に説明を

求めることに賛成の諸君の挙手を求めます。  

      〔賛成者挙手〕  
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委員長    挙手多数であります。  

      よって、そのように決定いたします。  

      ここで、上野議員に当委員会への出席を求め

るため、暫時、休憩いたします。  

         午後  １時３５分  休憩  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～  

               午後  １時３６分  再開  

委員長    休憩前に引き続き、請願の審査を継続します。

これより、請願第５号  議員の政治倫理に関

する条例制定の請願について、紹介議員であ

る上野議員に委員の皆さんから、質疑につい

ての発言を許します。  

江西委員   請願人の願意について、紹介議員である上野

議員に何点か質問させていただきたいと思い

ます。  

請願文書表の趣旨の２行目に「条文化するこ

と」という記載があります。一方、請願文書

表裏面の下から３行目に「条例を制定される

よう、請願いたします」という記載がありま

す。  

条文化するということであれば、多くの議会

において、例えば信条や憲章、要綱、綱要、

誓いなどもありますが、そういったものとし
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て掲げることが願意であるのか、それとも条

例制定を願意とされているのか、この請願人

はどちらというふうに紹介議員と打合せされ

ていますか。  

上野委員   事前にお聞きしているところでは、条例の制

定とお聞きしております。  

江西委員   その後、理由の記載があります。理由の（１ 

）の「その後」に続いて、「議会改革と称し

て政務活動費支払い手続きの見直しやチェッ

ク方法などの改善がなされてきました」とい

う表現があります。  

何々と称してというものを調べると、まず、

口実として偽って言うといった表現だと思い

ます。病気だと称して会社を休むとか。とい

うことは、議会改革だと称して、議会改革で

はない政務活動費の支払い手続き見直しやチ

ェック方法などの改善を―その他、上野議員

は私の同期であります。まさにあの動乱があ

ってから今までいろいろなことを立て直そう

と、例えばインターネット中継もそうですし、

ケーブルテレビでの放映もそうです。  

多くのことをともに改善・改革してきたもの

と思っておりますが、それについて議会改革

と称するという表現を請願人が使われたわけ
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ですけれども、これは紹介議員として請願人

とどのように話合われましたか。  

上野委員   称してという言葉を使われていますが、これ

が議会改革の１つとして請願人の方は考えて

おられます。  

江西委員   この言い回しについては、上野議員は特段何

も思われなかったということですね。  

その後、改悛して―悔い改めて―と文章が続

くわけですが、「医師には医師倫理、弁護士

には弁護士倫理」と、これもプロの仕業です

けれども、ここにはあえて特段そういった表

現はないのですが、その後に「プロの政治家

には」という表現があります。上野議員も私

もそうです。あのときの動乱を受けて、私ど

もは普通の市民でしたけれども、そういった

普通の市民が選挙に立候補して多くのことを

改善しようと頑張ってきたわけであります。  

ここであえて市議会議員はという表現を使わ

ずにプロの政治家という表現を使われている

ということについては、どういう意図がおあ

りなのかということを請願人に確認されまし

たか。  

上野委員   私のほうも「プロの政治家」という言葉にな
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じみがなかったもので、一応確認させていた

だきました。請願人からは報酬が発生して政

治に携わっているという表現で、プロのとい

うふうに書かせていただきましたというふう

な説明を受けております。  

江西委員   それでいえば、医師も弁護士もそうでありま

して、全く同じことであります。そのような

確認はされたということで理解しました。  

その次の理由の（２）に、これは主に議会基

本条例の中に政治倫理を条文化している議会

を４つ選んでおられます。高岡市議会、金沢

市議会、富山県議会と千葉市議会です。私は

これらの議会の議会基本条例で、倫理規定が

どうなっているのかを全て確認いたしました。

請願人がどうしてこの４つの議会を例示され

たのかという願意について、請願人に確認さ

れましたか。  

上野委員   あえてなぜこれらをピックアップされたのか

ということは、特にお聞きしておりません。  

江西委員   高岡市議会は平成２５年４月に議会基本条例

を制定されています。同じく平成２５年４月

から倫理規定が施行されています。金沢市議

会は同じく平成２５年４月から議会基本条例
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を制定され、倫理要綱に関しては平成１３年

１２月から発布されています。富山県議会は

つい先日ということで私も理解していますが、

さきの２つの議会は、議会基本条例制定直後

の年に富山市議会同様の不祥事をたくさん起

こしております。  

したがって、私自身も議員になったときにこ

ういった要綱よりも具体な、何より具体なも

のが必要ではないかと思っていたのですが、

どうしてここを選ばれたのか、逆に深い意味

があるのかと思ったものですからお聞きした

次第です。確認はしていないということで理

解しました。  

次に、理由の（３）の２行目、「課題が複数

の会派から提出されていますが、誠実な議論

がなされていません」という表現についてで

す。この文章について、上野議員は請願人に

意味をどのように確認されましたか。  

上野委員   議会改革検討調査会で検討項目として上がっ

ているということはお伝えしています。  

なぜこのような表現をされたのかを確認した

ところ、理由の（１）の下から４行目、「し

かし、まず必要だったのは、率先して」とい

うところに請願人の思いがあります。  

まずはこうした規定を文書として示す必要が
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あったのではないかということです。課題と

して上がっていることはもちろん御存じなの

ですが、まずこうしたことを先にすべきでは

なかったのかという思いで、このような表現

になっています。  

江西委員   紹介議員は私と同じく、議会改革検討調査会

のメンバーです。  

この件については、平成２９年度に公明党と

日本共産党から提案されましたけれども、初

年度は大変たくさん検討項目があったので議

論されませんでした。平成３０年度には特に

また議論したいものについて提案してもらっ

た際に、公明党と日本共産党のテーマから外

れていたわけで、会派光が議会基本条例の一

環として提案されただけであります。  

公明党と日本共産党は提案されたけれども、

それをみずから取り下げたという経緯もあっ

たわけです。請願人の皆さんに事実というも

のをしっかりお伝えしていただきたかったと

思います。質問については以上です。  

上野委員   今ほど江西委員に説明していただきたかった

と言われたのですけれども、私としては経緯

を説明させていただいたのですが、請願人と

してはこうした文書にしたいと言われました
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ので、今こういった形になっています。  

佐藤委員   この件については、議会改革検討調査会の検

討項目として公明党から２０１７年５月に提

案させていただきました。  

一方、今ほどの江西委員の発言の中に「取り

下げた」という表現がありましたが、これに

ついては取り下げたという思いはございませ

んので、訂正させていただきます。よろしく

お願いします。  

委員長    その他にお聞きしたい話があれば挙手により

発言願います。  

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    ほかにないようですので、以上で上野議員に

対する質疑を終了いたします。  

上野議員にはお忙しい中、当委員会に出席し

ていただきお疲れ様でした。どうぞ、御退席

ください。  

      〔上野議員退席〕  

委員長    それでは改めて本請願に対する御意見等はあ

りませんか。  
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江西委員   今、このような請願が出されたわけでありま

す。私たち富山市議会議員は、市民からの大

切な税金のうち政務活動費の枠をいただいて、

現在政務活動に利用させていただいておりま

す。  

政務活動費を利用する中で倫理的に最も注意

すべきこととして、政党活動、選挙活動、講

演会活動、私的活動に流用することを戒めな

ければいけないというふうに常日ごろから考

えておりますし、それは政治倫理の基本だと

いうふうに私は考えております。  

そのため、会派事務員においては明確にそれ

ぞれの活動と一線を画し、それぞれとは無縁

な人で、かつ、あくまでも会派補助業務とし

て会派控室の人件費を認めているものであっ

て、それはまた最小限の負担に留めなければ

ならないと考えています。  

私どもが当選する以前の話は別にしまして、

現在２年以上まことにおかしなことがひっそ

りと続いております。私は具体策が大変大切

だと思っておりましたけれども、今まで築き

あげてきた具体策を講じても、この問題がそ

の具体策を簡単にはじき飛ばすような形で継

続していることを考えますと、やはり倫理問

題というのは大変大切だと考えます。  

この請願人も請願を出されましたけれども、
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重大な問題を解決するためにおいても、ぜひ

私はこの倫理条例もしくは条文化するという

ことについて、皆さんに前向きな御検討をい

ただきたいというふうに考えます。  

高田 重信委員 今ほど江西委員から発言がありましたが、我  

が自民党会派としても、このことについては

常々勉強会も開いております。  

今日このような請願が出たわけでありますの

で、これを踏まえながら、さらなる勉強をし

ていくということで、継続審査にしていただ

ければと思います。よろしくお願いします。  

東委員    社民党会派としては、この請願第５号の趣旨

を理解して賛成したいと思います。  

ただ、先ほど江西委員からもございましたが、

誠実な議論がなされていないとありますが、

これは長期的検討事項でまだ議論されていな

いということなので、明らかに内容的な事実

誤認がございますし、「今年度、３月定例会

」とあるのは「今年３月定例会」というのが

正しい言い方だと思います。  

理由のほうでは多少、事実誤認や日本語の関

係で問題はありますけれども、富山市議会の

議会基本条例の議論が進まない中で、まず議

員の政治倫理に関する条例というものができ
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るということは、過去の経緯からしても意義

があることだと思いますので、この請願に賛

成いたします。  

佐藤委員   先ほど発言させていただきましたけれども、

議会改革検討調査会において公明党が多分真

っ先に議員の政治倫理条例の制定について提

案をさせていただいております。その後、２

年目の議会改革の検討項目ということで、優

先的にということで、公明党は２つに絞って

提案させていただきましたが、真っ先にこの

件を提案した立場ですので、このことはしっ

かりと申し上げます。  

今回、請願が出されておりますけれども、先

ほどから江西委員や他の委員の皆さんがおっ

しゃるように、当初からきちんと、ある意味

では反省点を踏まえて、議員の規律をしっか

りと正す、そういうスタートが必要だという

ことで今期の検討項目として挙げさせていた

だきましたので、議会改革検討調査会でしっ

かり諮っていただきたいという思いでおりま

す。  

この請願については継続審査ということにし

ていただきたいと思います。  

委員長    ほかにないようですので、この程度にとどめ
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ます。  

ただいま、本請願を継続審査としてはどうか

との御意見がありました。  

そこで、継続審査についてお諮りいたします。

本請願を継続審査とすることに賛成の諸君の

挙手を求めます。  

〔賛成者挙手〕  

委員長    挙手多数であります。  

      よって、本請願を継続審査とすることに決定

いたしました。  

以上で、本委員会に付託されました請願の審

査を終了いたします。  

委員各位に御相談申し上げます。委員長報告

については、正・副委員長に御一任願いたい

と思いますが、いかがでしょうか。  

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それではそのように取り計らいます。  

      次に、協議事項２番目、各会派で御検討をい

ただくことになっておりました、意見書・決

議についてであります。  

それでは、各会派で御検討いただきました結

果を順次お聞かせください。  
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まず、１番目の「児童虐待防止対策の更なる

強化を求める意見書」について、御意見をお

聞かせください。  

提出者は自民党さんですので、公明党さんは

いかがですか。  

佐藤委員   賛成です。  

東委員    賛成です。  

委員長    全会一致でありますので、議運として議員提

出議案とすることに決定いたしました。  

   次に、２番目の「中小企業等強靭化への支援

充実を求める意見書」について、御意見をお

聞かせください。  

提出者は自民党さんですので、公明党さんは

いかがですか。  

佐藤委員   賛成です。  

東委員    本文の冒頭に「我が国の日本経済」とありま

すが、我が国の日本経済という言い回しがち

ょっと。例えば、日本経済というふうに言い

回しを修正していただけるのであれば賛成し

ます。  
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高田 重信委員 はい、修正します。  

委員長    ただいま、東委員より文言の修正についての

提案がありました。文言を修正するとのこと

ですので、賛成ということでよろしいでしょ

うか。  

東委員    日本経済は、ということなので、賛成します。  

委員長    全会一致でありますので、議運として議員提

出議案とすることに決定いたしました。  

   次に、３番目の「「労働者協同組合法案」の

早期制定を求める意見書」について、御意見

をお聞かせください。  

提出者は公明党さんですので、自民党さんは

いかがですか。  

高田 重信委員 賛成です。  

東委員    調査・研究です。  

委員長    全会一致でありませんので、議運としては議

員提出議案として取り扱わないことに決定い

たしました。  

   次に、４番目の「信頼される政府統計を目指

してさらなる統計改革を求める意見書」につ
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いて、御意見をお聞かせください。  

提出者は公明党さんですので、自民党さんは

いかがですか。  

高田 重信委員 調査・研究です。  

東委員    賛成です。  

委員長    全会一致でありませんので、議運としては議

員提出議案として取り扱わないことに決定い

たしました。  

   次に、５番目の「消費税率１０％への増税に

反対する意見書」について、御意見をお聞か

せください。  

      提出者は社民党さんですので、自民党さんは

いかがですか。  

高田 重信委員 反対です。  

佐藤委員   反対です。  

委員長    全会一致でありませんので、議運としては議

員提出議案として取り扱わないことに決定い

たしました。  

次に、６番目の「脱原発社会の実現を求める

意見書」について、御意見をお聞かせくださ
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い。  

提出者は社民党さんですので、自民党さんは

いかがですか。  

高田 重信委員 反対です。  

佐藤委員   調査・研究です。  

委員長    全会一致でありませんので、議運としては議

員提出議案として取り扱わないことに決定い

たしました。  

次に、７番目の「日米首脳会談の内容を明ら

かにし、日米貿易交渉の中止を求める意見書

」について、御意見をお聞かせください。  

高田 重信委員 反対です。  

佐藤委員   反対です。  

東委員    賛成です。  

委員長    全会一致でありませんので、議運としては議

員提出議案として取り扱わないことに決定い

たしました。  

次に、８番目の「辺野古新基地建設の即時中

止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転につ
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いて、国民的議論により、民主主義及び憲法

に基づき公正に解決するべきとする意見書」

について、御意見をお聞かせください。  

高田 重信委員 反対です。  

佐藤委員   反対です。  

東委員    調査・研究です。  

委員長    全会一致でありませんので、議運としては議

員提出議案として取り扱わないことに決定い

たしました。  

次に、９番目の「辺野古新基地建設の即時中

止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転につ

いて、国民的議論により、民主主義及び憲法

に基づき公正に解決するべきとする意見書」

について、御意見をお聞かせください。  

高田 重信委員 反対です。  

佐藤委員   反対です。  

東委員    調査・研究です。  

委員長    全会一致でありませんので、議運としては議
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員提出議案として取り扱わないことに決定い

たしました。  

次に、１０番目の「国連各委員会の「沖縄県

民を先住民族と認めて保護するべき」との勧

告の撤回を求める意見書」について、御意見

をお聞かせください。  

高田 重信委員 調査・研究です。  

佐藤委員   調査・研究です。  

東委員    調査・研究です。  

委員長    全会一致でありませんので、議運としては議

員提出議案として取り扱わないことに決定い

たしました。  

次に、１１番目の「米軍普天間飛行場の辺野

古移設を促進する意見書」について、御意見

をお聞かせください。  

高田 重信委員 調査・研究です。  

佐藤委員   調査・研究です。  

東委員    反対です。  
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委員長    全会一致でありませんので、議運としては議

員提出議案として取り扱わないことに決定い

たしました。  

それでは、ここまでの協議内容について、事

務局から確認させます。  

議事調査課長 ただいまの協議結果について確認をさせてい

ただきます。  

      全会一致となりましたのは、１番、２番の２

件でございます。  

      ３番から１１番までは、全会一致とならなか

ったということでございます。  

      次に、全会一致のものにつきましては、議会

運営委員会の委員の中から御提案いただいて

おりますので、提案者を発表させていただき

ます。  

      １番目の「児童虐待防止対策の更なる強化を

求める意見書」につきましては、議員提出議

案第１０号で押田委員から提案をお願いしま

す。  

      次に、２番目の「中小企業等強靭化への支援

充実を求める意見書」につきましては、議員

提出議案第１１号で江西委員から提案をお願

いいたします。説明は以上です。  

委員長    ただいまの説明のとおりでよろしいでしょう
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か。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

委員長    それでは、そのように決定いたします。  

以上で、本日の協議事項は終了いたしました。  

これをもって、本日の議会運営委員会を閉会

いたします。  
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令 和 元 年 ６ 月 定 例 会 

（令和元年６月２７日）  

議 会 運 営 委 員 会 記 録 署 名 

委  員  長  金  厚  有  豊  

署名委員  押 田  大  祐  

署名委員  江 西  照  康


